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自 令和 ３年４月 １日

至 令和 ４年３月３１日 

公益財団法人 セディア財団



令和３年度事業報告書 

令和３年４月１日より令和４年３月３１日まで 

                      公益財団法人 セディア財団 

１．概 要 

当財団法人は、自然環境の源である水の大切さから環境保護を学び、恵まれた大自然の中

での自然体験、野外活動、農業体験及びスポーツを通じて健康で活力に満ちた心身とともに

豊かな人間を育てることで、時代を担う青少年の育成、高齢者の生涯現役の持続、障がい者

の自立支援を図り、健康で豊かな社会の構築に寄与することを目的とします。 

平成２５年４月１日に一般財団法人セディア財団として設立、平成２５年８月２２日に公

益認定を頂いて、公益財団法人セディア財団として、より充実した事業に取り組んできまし

た。 

事業年度９年目となる令和３年度は、小学生対象の「第７回 セディア財団 全国小学生わた

したちのくらしと水 かべ新聞コンテスト」の実施、高校生対象の「第５回 明日の農業コ

ンテスト」事業を中心に実施いたしました。 

２．事 業 

１．自然体験、野外活動及び農業体験事業(公１) 

子供や障がい者、高齢者に向けて、自然体験、野外活動、農業体験を実施し、ガイド・イ

ンタープリター等の専門家や地域の環境保護活動の担い手の方々の指導のもと、実際に体

験しながら環境の学習を行い、自然保護、環境意識の向上、郷土愛の醸成等を図り、青少年

の健全な育成及び高齢者の生きがい促進、障がい者の自立支援を図ることを目的で事業を

推進しております。 

青少年育成と高齢者の生涯学習事業として毎年取組みしている農業体験事業の「春の田

植え体験」「秋の収穫体験」について、春の田植え体験、秋の収穫体験を通じて実施するこ

とが出来ました。 

 (２)農業体験事業 



① 青少年育成・高齢者生涯学習事業  

～地球環境を考える田植え体験～ 

     ・実施日     ２０２１年６月５日（土） 

     ・実施目的   青少年育成事業並びに高齢者生涯学習事業として、地元、小

諸市、上田市、佐久市在住の子供とその家族を小諸市の棚田

で、地元の農業経験者である高齢者の方々を指導者として田植

え体験を実施しました。少子高齢化により農業地域の後継者不

足によって離農が進む中、地元に在住しながらも農業を知らな

い子供たちに農業の大切さを伝えること、地元の高齢農業者が

生きがいをもって農業を維持できることを目的としました。 

     ・実施場所  長野県小諸市菱野地区上の原棚田 

     ・参加人数  ７名(子供２名、保護者５名) 

     ・農業体験指導  地元農家４名、小諸市農林課職員１名ほか 

② 青少年育成・高齢者生涯学習事業 ～棚田で稲刈り～ 

     ・実施日     ２０２１年１０月３日（日） 



     ・実施目的   地元、長野県小諸市周辺に在住しながらも農業を知らない子

供とその家族を対象に、小諸市の棚田で地元高齢農業従事者

の方を指導者として、稲刈り体験を実施しました。子供たちに農

業の大切さ、お米作りの大変さを伝えること、地元の高齢農業者

が子供たちを指導することで自らの生きがいを見い出せるような

体験していただくことを目的としました。 

     ・実施場所  長野県小諸市菱野地区棚田 

     ・参加人数  １５名(子供６名、保護者９名) 

     ・農業体験指導者  地元農家７名、小諸市役所農林課１名ほか 

２．スポーツ教室及び競技会の開催(公２) 

子供や高齢者、障がい者を対象に、スポーツ教室を実施し、併せて技能向上を主眼とした競技会

を開催することで、心身ともに健全で豊かな人間性の滋養を図ることを目的とします。令和２年度

は、視覚障がい者を対象としたブラインドスキー大会及びスキー教室を 1回実施しました。 

〇視覚障がい者スキー教室・ブラインドスキー大会支援事業

・実施日  2022 年 1 月 8 日（土）～10 日（月）

1 班と 2 班の 2 部制での参加

 1 月 8 日 12:00～16:00  第 1 班 競技開始 ※開会式は中止

     終日スキー教室

             1 月 9 日 8:00～12:00 第 1 班 スキー競技開始 ポール滑走

                     競技終了 解散



1 月 9 日 12:30～16:00 第 2 班 スキー競技開始

              終日スキー教室

1 月 10 日 9:00～14:45  第 2 班 スキー競技開始 ポール滑走

              終日スキー教室

・実施場所 長野県小諸市高峰高原 アサマ 2000 パーク

・実施目的 

子供や高齢者、障がい者を対象に、スポーツ教室を実施し、併せて技能向上を主眼とした

競技会を開催することで、心身ともに健全で豊かな人間性の滋養を図る事を目的に開催し

ました。

・参加人数 視覚障がい者 14 名

 指導者  サポーター 19 名

３．水に関するかべ新聞コンテスト事業(公３) 

小学生が学校や家庭で制作した「水」に関するかべ新聞を募集し、その作品を評価、優秀

な作品を制作した小学生または学校を表彰することによって、「水」に関する環境教育を奨

励し児童、青少年の健全な育成と「水道の仕組み」を学ぶことにより公衆衛生の知識向上を

図ります。当コンテストは、平成２７年度に公益事業として認可を受け、令和４年度は第８

回目のコンテスト事業となります。令和３年度の第７回コンテストでは、全国の小学生から

５，７８４点と多くの作品が寄せられ、公益事業としてのかべ新聞コンテストの社会的認知

度は高まってきたと思われます。令和４年度も更に多くの小学校で取り組んで頂けますよ

う募集告知の方法を工夫し、また、運営上の課題なども洗い出しながら充実したかべ新聞コ

ンテストになるよう取組みしていきます。 



３．「水」に関するかべ新聞コンテスト(公３) 

小学生が学校や家庭で制作した「水」に関するかべ新聞を募集し、その作品を評価、優秀

な作品を制作した小学生または学校を表彰することによって、「水」に関する環境教育を奨

励し児童、青少年の健全な育成と「水道の仕組み」を学ぶことにより公衆衛生の知識向上を

図ります。当コンテストは、平成２７年度に公益事業として認可を受け、令和３年度も第７

回目となるコンテストを実施し、全国の小学生から５，７８４点と多くの作品が寄せられま

した。 

第６回セディア財団 全国小学生「わたしたちのくらしと水」かべ新聞コンテスト 

１）主催 

   公益財団法人セディア財団 

２）後援 

・全国市町村教育委員会連合会 

・全国連合小学校長会 

・全国小学校社会科研究協議会 

・全国小学校理科研究協議会 

・日本初等理科教育研究会 

・全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会 

・全国新聞教育研究協議会 

・全国小中学校環境教育研究会 

３）対象 

   全国の小学生、個人またはグループ（海外の日本人学校も含む） 

４）募集内容 

   わたしたちのくらしに欠かすことのできない、大切な「水」に関する学習内容をまと 

めた「かべ新聞」や「学習新聞」 

５）テーマ 

   わたしたちのくらしと水 

   （テーマ例） 

・ ～ステイ・ホーム～家族でチャレンジ！節水とエコ 

・ 水の歴史を調べてみよう 

・ つたえよう！水の大切さ 

・ 世界の国の水事情 

   （テーマ例） 

・わたしたちの地域の水じまん 



・ 水と環境のつながりを調べてみよう 

・ 防災と水 

・ 井戸ってなに？むかしの水とくらし 

・ 学校や家で使う水はどこからくるのかな？ 

・水の不思議を探してみよう 

・ 植物に水をあげよう 

・ 水を通して考える自然の恵みと災害 

６）募集方法 

   ・６月上旬 全国の小学校５千校に対し、下記を送付 

         募集要項、応募手引き、学校応募用紙、ポスター 

   ・７月上旬 全国の小学校５千校に対し、下記を送付 

         募集要項、応募手引き、学校応募用紙、ポスター、活動報告書「MizuMirai」 

・７月中旬 事務局（プラスエム）のネットワークを通じ、全国の小学校へ呼びかけ 

７）募集締め切り 

  令和３年１１月１０日（水）当日消印有効 

  ※新型コロナウイルスの影響を考慮し、例年の 10月上旬から変更しました。 

８）審査委員会 

 ・一次審査  

審査員：全国新聞教育研究協議会からの推薦による小学校教員など 

 ・最終審査 

〔審査員〕 

・角屋重樹   日本体育大学大学院教育学研究科長(審査委員長) 

・北 俊夫    一般財団法人総合初等教育研究所参与 

・吉藤 玲子   全国小学校社会科研究協議会 会長 

・田村 正弘   全国小学校理科科研究協議会 会長 

・宮崎 倉太郎 全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会 会長 

・菅野 茂男  全国新聞教育研究協議会 会長 

・渡邊 元   公益財団法人セディア財団 理事長 

９）発表 

 主催者である当財団ホームページ掲載および、日本経済新聞など（２社予定）で審査

結果の発表広告を掲出  

１０）賞と賞品 

  Ⅰ）個人賞 

 ・最優秀賞 



作品数：全作品より１作品 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(図書カード５万円分) 

・セディア財団特別賞 

作品数：全作品より１作品 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(図書カード３万円分) 

・優秀賞 

作品数：全作品より４作品 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(図書カード２万円分) 

・準優秀賞 

作品数：全作品より１１作品 

賞 品：賞状、副賞(図書カード５千円分) 

・佳 作 

作品数：全作品より２０作品 

賞 品：賞状、副賞(図書カード千円分) 

・努力賞 

作品数：全作品より６４作品 

賞 品：賞状、副賞(図書カード５百円分) 

Ⅱ）学校賞 

・学校優秀賞 

内 容：学校または学年として優秀な作品を多数応募した学校を表彰 

校 数：１校 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(図書カード５万円分) 

・学校賞 

内 容：学校優秀賞に準じて優秀な作品を多数応募した学校を表彰 

校 数：５校 

賞 品：賞状、副賞(図書カード３万円分) 

Ⅲ）参加賞 

応募者全員に記念品 

１１）事業スケジュール 

・５月  募集要項の検討、決定 

         ・募集要項、応募手引き、学校応募用紙、ポスター案の検討、決定 

         ・審査委員体制の検討、決定 

・６月  募集開始 ※新型コロナウイルスの影響を考慮し、5月下旬から変更

         ・全国 5,000 校の小学校に募集ツールを送付 

・７月  作品募集の推進 



・再度、全国 5,000 校に募集ツールを送付（活動報告書 ミズミライも） 

         ・各後援団体およびプラスエムネットワーク校に募集協力のお願い 

・８月  学校からの問い合わせ対応 

・１１月 作品締切 ※新型コロナウイルスの影響を考慮し、10月上旬から変更

     一次審査会実施 

      ・最終審査ノミネート作品の選出（40 作品） 

      ・努力賞候補作品の決定（61作品） 

・１２月 最終審査会実施 

      ・最優秀賞をはじめとする個人賞、並びに学校賞を決定 

・１月  表彰式の実施 

     審査結果発表 

      ・セディア財団ウェブサイト 

      ・日本経済新聞、読売新聞本紙にて審査結果広告掲載 

     作品集の制作 

・２月  参加賞などのツールを送付 

      ・受賞各校および応募校に対し賞状、副賞、参加賞、入賞作品集を送付 

１２）審査会 

Ⅰ）一次審査会

   日時：令和３年１１月２４日（水）18：30-20：00 

   会場：京華スクエア・2階会議室（東京都中央区八丁堀） 

   審査員：全国新聞教育研究協議会からの推薦による小学校教員など 30 名 

   審査手順： 

    ・事前審査の講評 

     審査員には一次審査会の前に事前審査(個別審査)を実施していただきました。 

     応募作品を絞り込み、絞り込まれた作品には審査表を添付し、作品の評価箇所、

評価度を分かるようにした。事前審査を行った作品について、各審査委員から講

評をいただきました。 

    ・審査協議 

     審査委員長を中心に審査員全員の協議により、最終審査ノミネート作品および

努力賞候補作品を決定しました。 

   審査結果： 

最終審査ノミネート作品の選出（40 作品）／努力賞候補作品の決定（61 作品） 



〔一次審査会の様子〕

Ⅱ）最終審査会

   日時：令和３年１２月１７日（金）18：30-20：00 

   会場：日本経済新聞社東京本社・7階会議室（東京都千代田区大手町） 

   審査員： 

・角屋重樹   日本体育大学大学院教育学研究科長(審査委員長) 

・北 俊夫    一般財団法人総合初等教育研究所参与 

・吉藤 玲子   全国小学校社会科研究協議会 会長 

・田村 正弘   全国小学校理科科研究協議会 会長 

・宮崎 倉太郎 全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会 会長 

・菅野 茂男  全国新聞教育研究協議会 会長 

・渡邊 元   公益財団法人セディア財団 理事長 

審査手順： 



    ・各賞の選考 

     事前に、一次審査会で選出された「最終審査ノミネート作品」（計 40作品）のカ

ラーコピーをお送りし、採点（ランク分け）を行っていただきました。その集計

結果を基に協議の上、各賞の選出を行いました。 

    ・学校優秀賞および学校賞の承認 

     応募率、応募作品数、入賞作品数などにより算出し、最終審査員の皆様から承認

をいただきました。 

審査結果：次頁に記載  

〔最終審査会の様子〕



2022年3月14日

【最優秀賞】（ １作品）

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名

京都府 京都市立福西小学校 5年 橋本　颯太 水の極新聞

【セディア財団特別賞】（ １作品）

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名

神奈川県 湘南白百合学園小学校 4年 多根　弥咲 二階堂新聞

【優秀賞】（ 4作品）

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名

神奈川県 日本大学藤沢小学校 3年 小松平　悠生 オイカワ新聞

大阪府 羽曳野市立高鷲小学校 3年 宮﨑　宗獅郎 プラスチックを食べて!?地球をえ顔に

神奈川県 日本大学藤沢小学校 5年 岡田　佳蓮、西川　結望 水と生きる　~ Life With Water~

岐阜県 揖斐川町立谷汲小学校 5年 植山　あおい 水の神様新聞

【準優秀賞】（ 11作品）

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名

埼玉県 熊谷市立石原小学校 3年 村上　琉偉 きれいな水で天然記念物を守ろう!

埼玉県 戸田市立戸田第一小学校 4年 小峰　碧月 水はどこから来る？

東京都 筑波大学附属小学校 4年 土倉　歩美 まちを守る大切な水!　火事を消すために活やくする水

東京都 筑波大学附属小学校 4年 松本　悠希 水で起こる争い

東京都 星美学園小学校 4年 邉見　宏太 バーチャルウォーターって何？

岐阜県 白川村立白川郷学園 4年 伊藤　千輝 水と共に

静岡県 御前崎市立第一小学校 4年 吉田　夏菜 地球を守ろう新聞

大分県 大分市立敷戸小学校 4年 川野　凌來 しき戸明治大分水路新聞

沖縄県 那覇市立天久小学校 5年 宮城　仁寧 世界各国の水とSDGｓ

山形県 山形市立高瀬小学校 6年 伊藤　瑞希 清流高瀬川

山形県 山形市立高瀬小学校 6年 斎藤　翠 高瀬川

第7回 セディア財団　全国小学生「わたしたちのくらしと水」かべ新聞コンテスト2021

審 査 結 果

［ 応募総数］ 5,784作品        ［ 応募校数］ 208校



【努力賞】（ 64作品）

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名

宮城県 聖ドミニコ学院小学校 2年 奈良　芹香 仙台四ツ谷用水のヒミツ新聞

千葉県 八千代市立村上小学校 3年 秦　光章 学校や家で使う水はどこからくるの？

青森県 青森市立堤小学校 4年 楢山　紗央 SDGｓで守る!　私たちの宝　水

青森県 青森市立堤小学校 4年 竹腰　美音 水新聞

青森県 青森市立堤小学校 4年 柿﨑　春佳 水新聞

茨城県 かすみがうら市立霞ヶ浦南小学校 4年 田澤　佳奈 水は大切新聞

栃木県 小山市立旭小学校 4年 市村　龍聖 自然新聞

群馬県 桐生市立東小学校 4年 初谷　花 水とSDGs

群馬県 玉村町立南小学校 4年 田島　みお 365日水新聞

埼玉県 川口市立前川東小学校 4年 濱口　初依 台所と水

埼玉県 草加市立草加小学校 4年 齊藤　凪咲 こんな所行ってみた新聞

埼玉県 戸田市立笹目小学校 4年 髙瀨　康太 水新聞

埼玉県 戸田市立笹目小学校 4年 池田　実桜稀 水新聞

埼玉県 入間市立新久小学校 4年 中島　彩陽子 未来のために守ろう水を

埼玉県 朝霞市立朝霞第一小学校 4年 山﨑　愛斗 ぼくの家に水が来るまでしんぶん

千葉県 千葉市立検見川小学校 4年 野中　菜那 生活には欠かせない!!大切な水

千葉県 千葉市立検見川小学校 4年 米山　日鞠 みんなで守ろう大切なかぎりある水

千葉県 千葉市立北貝塚小学校 4年 小林　花穂 家族で見直す節水

千葉県 千葉市立北貝塚小学校 4年 髙 　愛結花 たぽちゃん新聞

千葉県 市川市立南行徳小学校 4年 萩本　華穂 わたしたちの水をくわしく

千葉県 船橋市立二宮小学校 4年 安藤　果穂 水と地球

千葉県 船橋市立二宮小学校 4年 野澤　柚衣 くらしと水

東京都 筑波大学附属小学校 4年 今野　優人 世界の水問題新聞

東京都 星美学園小学校 4年 金井　日満理 貴重な水新聞

東京都 板橋区立上板橋第四小学校 4年 幡手　野乃 下水新聞

東京都 西東京市立柳沢小学校 4年 根岸　依麻 水の昔と今と未来

神奈川県 横浜市立神橋小学校 4年 鎌田　彩花 世界の水

神奈川県 横浜市立中和田小学校 4年 中川　巧、中島　海斗 世界的水事情

神奈川県 川崎市立平小学校 4年 小林　冬奏 大切な水

神奈川県 相模原市立谷口台小学校 4年 波田野　里紗 大切な水新聞

神奈川県 相模原市立上鶴間小学校 4年 渡邊　芽依 水の大切さ新聞

神奈川県 相模原市立谷口台小学校 4年 前田　帆美 未来へつながる水

神奈川県 湘南白百合学園小学校 4年 狩野　まいな みんなで知ろう水新聞

愛知県 名古屋市立五反田小学校 4年 伊藤　栞菜 水の不思議



【佳　作】（ 20作品）

都道府県 学校名 学年 氏名 作品名

山形県 鶴岡市立朝暘第三小学校 4年 池田　奏太、鈴木　光璃、髙田　光莉 青い地球

埼玉県 草加市立栄小学校 4年 登　奏翔 今　私たちにできることは?　SDGｓ と水の問題

千葉県 市川市立柏井小学校 4年 大滝　冬芽 まもろうかぎりある水

東京都 星美学園小学校 4年 秋葉　季摩 水のいろいろ新聞

東京都 国分寺市立第五小学校 4年 杉本　紗花 みんなの水

東京都 国分寺市立第五小学校 4年 高橋　花恩 大切な水

石川県 金沢市立浅野町小学校 4年
小林　ひまり、齊田　優菜

福田　寛太、福島　光騎
水の歴史新聞

愛知県 蒲郡市立塩津小学校 4年 山本　杏 ウォーター新聞

滋賀県 大津市立長等小学校 4年 水本　彩音 SDGｓ水新聞

兵庫県 明石市立林小学校 4年 佐野　日葵 明石の水道新聞

兵庫県 加古川市立加古川小学校 4年 前川　空澄 守れ!!地球の水新聞

和歌山県 和歌山市立高松小学校 4年 山本　千尋 分け合う水

福岡県 北九州市立黒崎中央小学校 4年 塚田　遥陽 みんなに知ってほしい　水の大切さ

石川県 珠洲市立大谷小中学校 5年 和田　晃太郎 ぼくたちの水道水

長野県 佐久市立高瀬小学校 5年 寺沢　笑里、柳澤　有唯 これからの水と環境のつながり新聞

兵庫県 神戸市立魚崎小学校 5年 小山　莉奈 水とエネルギー

岩手県 盛岡市立緑が丘小学校 6年 三浦　結衣 SDGｓ と水

宮城県 仙台市立市名坂小学校 6年 富谷　菜々 子 くらしと水と自分と

東京都 品川区立小山小学校 6年 白井　咲羽 水道フォーカス

福岡県 福岡雙葉小学校 6年 森山　英衣 インドネシア水新聞



【努力賞】（ 64作品）

愛知県 安城市立桜井小学校 4年 稲垣　衣舞 日本の水と世界の水

愛知県 蒲郡市立塩津小学校 4年 坂部　陽咲 水新聞

愛知県 蟹江町立須西小学校 4年
佐藤　らいら、戸谷　颯辰

猪飼　凌太郎、江村　美旺
水の不思議新聞

京都府 京都文教短期大学付属小学校 4年 森井　美織 雨水新聞

大阪府 大阪市立長居小学校 4年 太田　林檎 くらしに必要な水

大阪府 賢明学院小学校 4年 福岡　大知 ぼくのまちの水新聞

大阪府 貝塚市立南小学校 4年 石井　陽菜 水を未来に

大阪府 東大阪市立英田南小学校 4年 田中　杏樹 海の水新聞

兵庫県 神戸市立稗田小学校 4年 西澤　結衣 水がわたしたちにとどくまで

兵庫県 神戸市立竹の台小学校 4年 門田　壮太郎 水とおいしい米

兵庫県 小野市立大部小学校 4年 井上　和奏 水をきれいにするひみつ新聞

兵庫県 播磨町立蓮池小学校 4年 藤本　明依 水と地球の未来のために!!

和歌山県 和歌山市立高松小学校 4年 石川　遥萌 地球にうるおいを

和歌山県 和歌山市立高松小学校 4年 阪口　遥映 水新聞

広島県 広島大学附属三原小学校 4年 泉　咲良子 「水」を考える

広島県 庄原市立東城小学校 4年 田中　明香里 水新聞

徳島県 松茂町立松茂小学校 4年 藤本　志歩 大切な水を守ろう！

福岡県 北九州市立黒崎中央小学校 4年 相浦　紗奈 水の大切さ新聞

福岡県 北九州市立黒崎中央小学校 4年 篠原　由芳梨 水とのつながり新聞

東京都 江戸川区立南篠崎小学校 5年 野田　ひなつ、田中　陽莉、佐藤　琴奈 水道新聞

三重県 名張市立百合が丘小学校 5年 北田　愛修 わたしたちのくらしと水

大阪府 寝屋川市立国松緑丘小学校 5年
井上　咲希、木下　実咲

岩切　久瑠実、清水　柚那
水を守ろう大作戦

福岡県 北九州市立志井小学校 5年 浦中　暖真 ぼくたちの水新聞

宮城県 栗原市立志波姫小学校 6年 若生　健斗 Water Times

埼玉県 志木市立志木第四小学校 6年 飯塚　菜々 子 世界や日本の水新聞

千葉県 八千代市立村上小学校 6年 笹原　日葉乃 未来へ新聞

東京都 江戸川区立南篠崎小学校 6年 熊谷　柚那 水道新聞

愛知県 豊橋市立多米小学校 6年 杉本　音緒 水は宝物

大阪府 城星学園小学校 6年 北村　優愛 水と私の家

福岡県 北九州市立足立小学校 6年 小田　孝太朗 水リミット有新聞

都道府県 学校名

福岡県 北九州市立黒崎中央小学校

都道府県 学校名

千葉県 千葉市立検見川小学校

千葉県 船橋市立二宮小学校

福井県 福井市森田小学校

大阪府 貝塚市立南小学校

兵庫県 加古川市立加古川小学校

【学校賞】

【学校優秀賞】



４．明日の農業レポートコンテスト (公４) 

次代を担う農業高校に通う高校生に日々の学びの中から農業に関するあらゆるアイデア

をまとめたレポートを募集し、この取り組みをきっかけに夢を描き実現することで日本の

農業の持続的な発展につながることを目的としています。全国の農業高校生に、農業に関す

る諸問題について、主体的に、かつ倫理観をもって解決する方法を思索し、「環境保護と農

業生産の調和、持続的かつ安定的な農業と社会の発展」を考える機会を与えることは有意義

であると同時に、本財団の定款の目的に定めている通り、「環境保護を学び、(略)健康で活

力に満ちた心身ともに豊かな人間を育てることで、時代を担う青少年の育成、(略)を図り、

健康で豊かな社会の構築に寄与することを目的とする。」に合致するものであります。 

第５回高校生「明日の農業コンテスト」 

１）主催 

   公益財団法人セディア財団 

２）後援 

・全国農業高等学校校長協会 

・日本学校農業クラブ連盟 

３）対象 

   全国の農業高校、農業系学科で学ぶ高校生。個人応募のみの募集とする 

４）募集内容 

   「わたしはこんな方法で農業を元気にする」をテーマにした個人のレポート 

    原稿用紙８枚以内。 

日本語で執筆された自作の未発表作品に限る。 

５）レポートテーマ例 

・収穫を増やすためには 

・多品種化でリスクを減らす 

・新たな出荷調整方法 

・生産性の向上と施設園芸の活用 

・これからの販路開拓に向けたアイデア 

・ＩＯＴを駆使した次世代農業に向けたアイデア 

６）募集方法 

   ・１２月上旬 全国の農業高校、農業系学科のある高校に下記を送付 

       募集要項、団体応募用紙、エントリーシート、作品集（第４回） 

・１月   事務局（ハル）を通じ、全国の農業高等学校へ呼びかけ 



７）募集締め切り 

  令和３年４月１６日（金）当日消印有効 

８）審査委員会 

・一次審査会：全国農業高等学校長協会 常務理事２名 

・最終審査会：全国農業高等学校長協会 理事長１名 

全国農業高等学校長協会 副理事長３名

主催者代表 公益財団法人セディア財団 理事長 

９）発表 

 主催者である当財団ホームページ掲載 

１０）賞と賞品 

  Ⅰ）個人賞 

 ・セディア財団賞 最優秀賞 

作品数：全作品より１作品  

賞 品：賞状、記念たて、副賞(奨学金) 

・セディア財団賞 金賞 

作品数：全作品より３作品 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(奨学金) 

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、副賞は奨学金 20万円に変更。 

・銀賞 

作品数：全作品より５作品  

賞 品：賞状、副賞(図書カード３万円分) 

・銅賞 

作品数：全作品より１０作品  

賞 品：賞状、副賞(図書カード１万円分) 

Ⅱ）学校賞 

・学校奨励賞 

内 容：優秀な作品を多数応募した学校を表彰 

校 数：２校 

賞 品：賞状、記念たて 

Ⅲ）参加賞   

応募者全員に記念品

１１）事業スケジュール 

・１１月 募集要項の検討、決定 

・１２月 募集要項など募集ツールの作成 

募集開始  



         ・全国の農業高等学校へ送付 

・４月  作品締切 

・５月  一次審査会実施 

      ・最終審査ノミネート作品の選出（24 作品） 

・６月  最終審査会実施 

      ・最優秀賞をはじめとする個人賞、並びに学校賞を決定 

・７月  審査結果発表 

      ・セディア財団ウェブサイト 

・８月  参加賞などのツールを送付 

      ・受賞各校および応募校に対し賞状、副賞、参加賞、入賞作品集を送付 

・９月  表彰式の実施 

     作品集の制作 

１２）審査会 

Ⅰ）一次審査会

   日時：令和３年５月２６日（水） 

   会場：オンライン開催 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラインにて審査を実施しました。 

   審査員：全国農業高等学校長協会 常務理事、渡辺パイプ(株)グリーン事業部社員   

   審査結果： 

最終審査ノミネート作品の選出（24 作品） 

Ⅱ）最終審査会

   日時：令和３年６月２４日（水） 

   会場：オンライン開催 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラインにて審査を実施しました。 

   審査員： 

・並川 直人 東京都立園芸高等学校 校長 (審査委員長) 

・羽山 潔   栃木県立宇都宮白楊高等学校 校長 

・吉野 剛文 東京都立瑞穂農芸高等学校 校長 

・伊達﨑 広 東京都立農産高等学校 校長 

・渡邊 圭祐  公益財団法人セディア財団 評議員 

審査結果：次々頁に記載  



〔最終審査会の様子〕



第５回高校生が描く「 明日の農業コンテスト 」受賞者一覧

最優秀賞

学校名 学年 氏名 作品名

愛媛県立西条農業高等学校 3年 德永 都士 日本の少量多品目小規模農家の未来像～高校生農家の物語「 裏の畑から世界へ」～

学校奨励賞

学校名

愛媛県立西条農業高等学校

新潟県立加茂農林高等学校

金賞

学校名 学年 氏名 作品名

富山県立南砺福野高等学校 2年 田中 駿也 小さな頃からの大きな夢

北海道大野農業高等学校 3年 外﨑 裕樹 農業から始まる地域創生～農業の力で厚沢部町を元気に！～

大阪府立園芸高等学校 2年 園田 竜希 広がれ６次産業化 農業イメージを変える第一歩

銀賞

学校名 学年 氏名 作品名

愛知県立安城農林高等学校 3年 岡本 健伸

気田 智春

ICT機器の活用で拡がる「 新しい有機栽培」の可能性

北海道倶知安農業高等学校 2年 稲作専業「 気田ファーム」を目指して

佐賀県立伊万里実業高等学校 3年 中島 悠月 文化をつなぐ地域PR作戦

福島県立福島明成高等学校 3年 本田 実紀 私が福島のためにできること　 ～イノシシの可能性を求めて～

広島県立油木高等学校 3年 田島 瑞季 信頼される農業生産者を目指して

銅賞

学校名 学年 氏名 作品名

群馬県立勢多農林高等学校 3年 川田 杏樹 認証取得で農業は明るくできる

岩手県立盛岡農業高等学校 3年 嶋野 いおり 未来の農業後継者を増やすために

岩手県立盛岡農業高等学校 2年 立花 姫星々 世代を繋ぐ農業の魅力

愛媛県立西条農業高等学校 2年 加藤 瑚由 近未来農業スタイル　 ～ライブ配信ネットワークの構築を目指して～

広島県立庄原実業高等学校 3年 児玉 哲也 アスパラガスが未来を拓く

岩手県立盛岡農業高等学校 3年 東 琉月 農家が楽しそうで笑顔なら農家は増える

新潟県立加茂農林高等学校 3年 高木 悠成 持続可能な農業を

新潟県立加茂農林高等学校 3年 服部 来希 有機農業の普及に向けて

群馬県立勢多農林高等学校 2年 阿部 瑞紀 農業を会社みたいにできたら

岩手県立盛岡農業高等学校 3年 今川 正悟 これからの農産物の販売方法について



３．処務・管理 

 (１)理事・監事に関する事項 

  ・理事定数    ３名以上６名以内   現在 ３名  任期２年 

  ・監事定数    １名         現在 １名  任期２年 

役職 氏 名 
勤務 

形態 
就任年月日 

辞任 

年月日 
職  務 

代表 

理事 
渡邊 元 非常勤 平成２９年６月２６日 － 

渡辺パイプ株式会社 

代表取締役社長 

理事 山口 章 非常勤 平成２９年６月２６日 － 

ＮＰＯ法人アウトドアライ

フデザイン開発機構 

専務理事 

理事 串田 妙子 非常勤 平成２９年６月２６日 － 
インテリア 

コーディネーター 

監事 伯耆田 安代 非常勤 令和 3年６月２９日 － 
ちよだ税理士法人 

税理士 

（２）評議員に関する事項 

   ・評議員定数   ３名以上６名以内   現在 ３名  任期４年 

役職 氏 名 
勤務 

形態 
就任年月日 

辞任 

年月日 
職  務 

評議員 大塚 一長 非常勤 令和３年６月２９日 － 
大塚一長税理士 

事務所 税理士 

評議員 西山 彩乃 非常勤 平成２９年６月２６日 － 
ノイエスト総合法律事

務所 弁護士 

評議員 渡邊 圭祐 非常勤 令和元年 12 月１６日 - 
渡辺パイプ株式会社 

代表取締役 副社長 

(３)職員に関する事項 



役職 氏 名 勤務 

形態 

就任年月日 辞任年月

日 

職  務 

事務局長 井上 新五 非常勤 令和 2年 4月１日 - 
渡辺パイプ株式会社 

経営企画室 

(４)会議に関する事項 

 ① 理事会 

開催年月日 場 所 議 事 事 項 結 果 

令和３年６月１４日 財団事務所 決議事項   

第１号議案 令和元年度事業報告書、貸借対照

表、正味財増減計算書、附属明細書

及び財産目録の承認の件 

第２号議案 評議員会招集の件 

第３号議案 監事一名選任の件 

第４号議案 評議員三名選任の件 

報告事項  職務執行及び財務の状況 

可決 

令和３年６月２９日 財団事務所 決議事項   

第１号議案 代表理事の選任 

令和４年２月２８日 財団事務所 決議事項   

 第１号議案  令和４年度事業計画書案、 

        収支予算書案並びに資金調達

の見込みを記載した書類案の

承認の件 

 第２号議案   評議員会招集の件 

可決 



② 評議員会 

開催年月日 場 所 議 事 事 項 結 果 

令和３年６月２９日 財団事務所 決議事項   

第１号議案 令和２年度事業報告書、貸借対照

表、正味財増減計算書、附属明細書

及び財産目録の承認の件 

第２号議案 理事三名選任の件 

第３号議案 監事一名選任の件 

第４号議案 評議員三名選任の件  

可決 

令和３年３月１５日 財団事務所 決議事項  

議   案  令和４年度事業計画書、収支予

算書並びに資金調達及び設備投

資の見込みを記載した書類の承

認の件 

可決 

(５)寄付金に関する事項 

寄付年月日 寄 付 者 目的 区分 金額 (単位 円) 

令和２年度に受けた寄付金はありません。      無し 

(６)内閣府 公益法人行政担当への提出、申請 

届出年月日 届 出 内 容 

令和３年６月３０日 令和２年度事業報告書等の提出 



令和４年３月３０日 令和４年度事業計画書等の提出 

以上 


